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播種期と播種密度を異にナる小委の

分葉イ立と穂の形成過程

御園生義一

吉 e田稔

I 緒言

小麦の収量構成要素としての個体当りの分集数は播種密度，播種期の他気候，肥培管理諸

条件に左右され複雑である。而して収穫高とか収穫物の品質の整一度，出穂、期の整一性などに

最も関係のあるものは，播種密度即ち単位面積当り播種量である。条播とした場合個体当りの

分葉を，主稗を主体として勢力の強い低次の分葉数本に止めるか，主稗だけに依存するか，戎

る程度高次分葉を許す様に薄播するかはその地方の気候，肥培条件等によって定まり，その最

適播種密度が算出されることになる。 この報告ではその意味をも含めて播種密度を異にし，播

種期を種々にすることによって現われる主稗と，各分葉との穏の分化過程の差と茎数の消長を

調査して，小麦に於ける収量構成要素の実相を明らかにし併せて冬小麦の完全な及び不完全な

低温春化処理によって得られる分築相と，正常なそれとの比較をする為に必要な亙礎知識を得

る目的でこの調査が行われた。

II 責駿材料と調査方法

A. 春小麦品種農林29号を用いて 2週間おきに， 1953年 4月27日， 5月11日， 5月25日

6月8日， 6月22日の 5回にわたって播種し各播種期毎に次の区を設けた。

a. 播幅3寸，散播， 1区1勺(反当換算約4升)

b. 播幅3寸，株間1寸複千鳥播(反当換算約2.5升)

c. 播幅4寸，株間2寸複千鳥播(反当換算約1升)

d. 播幅2寸，株間3寸千鳥播(反当換算約4合)

1区の長さは2聞でi珪幅2尺であった。 上記の各区は以下aを散播区 bを1寸区 cを2寸

区， dを3寸区と称することにする。 尚縁植えは区聞を除き各播種期毎に両倶IJに1畦づっ散播

区と 3寸区と同様のものをそれぞれの{日1]に設けた。

B. 冬小麦品種赤誘不知1号を用い 1952年9月15日に春小麦の場合と同様な播穫を行つ

た。

春冬両品種共に前作は馬鈴薯であり肥料は施さなかった。調査はすべて抜取調査で大体10
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日おきに行なったがその方法は抜取った株を各分葉毎に分解し，そのすべての分葉について草

長と葉数を調査して，・更に出穂以前のものは剥葉後根極より幼穂基部に至る迄の節間長と幼穂

長，出穂後は稗長及び穂長を測定した。草長は出穂後も最高葉先迄を以て示したから，この報

告の場合の草長は稗を含めていない。幼穏長は剥葉後2mmf立即ち小花分化初期に当るものよ

り以前の幼穏は反射光によりマイクロメーターを使用して測定し，それ以上のものはパ{ニヤ

付きのキヤリパスで測定した。

III 調査結果

調査の結果を図示すれば第 1-23図の如くなる。図は各播穫期毎にしかも各調査項目毎に

まとめたもので，各調査日毎に見出された分葉の総数が線の数で示され，記号はそれぞれの分

業の次位を示したものでこれは片山 (195l)l)の記号を用いた。即ち Oは主稗を， 1位のみの数字

は第 1次分東の次位を， CとPとは Coleoptile及び Prophyllのそれぞれの分撲を示す。前の

調査日に見出された分葉が次の調査自に見出されず，後に再び見出されたような場合はそれを

点線で結び，全調査日を通じて 1度より見出きれなかった分業は点のみを以て示した。葉数の

図中の bは止葉となっていたものを，。は出穂期のものを示す。梓長及び穂、長は幼穂分化期の

幼穂仲長速度をより詳細に示すために対数百盛を用いた。又秤畏の図中の×印は幼穏が天折現

象即ち稗上の幼穏が生理的と思われる障碍をうけて褐変崩壊したものを示す。幼穂の部分的崩

壊から幼穏を包んでいる葉の基部の組織壊死え進むこの夫折現象は，座止現象の端緒とも言え

るもので詳細な研究が必要あるが， この7状態が進むにつれて節間伸長も停止しその分嘉手早は枯

死するに至る。 この様な天折を示した場合の穏長は図示されていない。

1. 草長について

草長は各播種密度とも播種期が遅れるに従って次第に小となるが，播種目より大体最大値

に達する迄の日数は播種期が遅れるに従って減少することはなく大体一定している。各播種密

度別にみると，散播区ではどの播種期のものも分葉数ごく少なく 2，3本で終始しそのいずれも

が葉部の伸長速度に於て均等な勢力を有し，大体整ーに最大値に達しており， 5月25日播種以

後のものに於て草長の減少を認め，最終の播穫期では他の播種密度に比して著しい草長の減少

を示した。 1寸区の草長は遅播による減少は著しくないが，遅播による各分葉聞の草長の差が

認められ， 2寸区になると各分葉聞の草長の整一度は5月11日播僅のもので最も良く，その前

後特に極く晩播区では著しく各分葉の草畏は不揃いとなり，且つ草長の増加は緩慢に而も長期

にわたるような傾向が認められた。更に最も疎植な 3寸区になると晩期の 2回の播種期では急

激な草長の減少を示し，これに反して分葉数は急増した。一般に各分葉問では，より古い分葉

は草長がより大であると言えるが， 薄播になるに従って Prophyllの節からの.分業が大なる勢

力を有する傾向があった。

秋播小麦の草長は各区聞の差も，各分葉聞の差も少ない。即ちいずれの分業も均等な勢力
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を有し分葉の生成の新古には無関係と言える位であった。が分葉数は散播で大体1本で疎植に

なるに従って増加するが春小麦に比してその増加程度は小であった。

2. 葉敷について

最終の主手早葉数を表示すると第1表の如くであった。

第 1表 最終主弾薬数 (1953) 

播 平君 期
医

4月27日 I5月間 I 5月25日 I 6月8日 I6月22日|そ小多

a.散橋区 7 7 7 7 7 7 

b. 1 寸底 8 7 7 .7 7 8 

c. 2 寸庖 8 8 B 8 7 9 

d. 3 寸匝 10 10 9 9 8 9 

即ち春小麦では散播区はどの播穫期のものも 7葉であり 1寸区では1回目の播穫期では

散播区より 1葉多く他の播種期では7葉を示し 2寸区では最後の播種期のみ7葉でそれ以前

のものは 1葉多かった。 3寸区では最初の播種期に 10奏で散播区より 3葉多く播種期が遅れる

に従って減少し:最終のもので8英を示したが， これも同播種期の他区より 1葉多かった。他の

分葉についてみると 1次分襲は大体古いものは散播区で5葉，他の区で6葉を作り分襲が新ら

しくなるに従い，又播種が遅れるに従い葉数を減じ，疎植になるに従って葉数を増加する傾向

が幾分あるが，主稗における程著しいものではなかった。

冬小麦では疎植になるに従い主稗葉数を増加するが，各分葉に於てはすべて 5葉か6葉を

有し 4葉以下を有する分東は認あられなかった。

3. 出穂期について

主稗のみについての出穂期を示すと第2表の如くなる。

第 2表 主稗の出穂日と到花日数 (1953) 

f番 種 日

医
4月27日 1 5127 I 53f  l 6月8日 I 6月別 l M 多
(月日 (Jl8) (Jl8) 月日) I (月日) I (月日)

a.散搭匿 6.30 7.7 7.12 7.22 8.22 6.13 
(64日) (57日) (46日) (44日) (61日)

b. 1 寸極 6.28 7.7 7.14 7.24 8.22 6.13 
(62) (57) (48) (46) (61) 

c. 2 寸区 6.30 7.6 7.18 8.14 8.26 6.13 
(64) (56) (52) (67) (65) 

d. 3 寸匝 7.2 7.6 7.22 8.22 × 6.13 
(66) (56) (56) (75) 

設(}内は到花日放 xは座j上

春小麦に於ける主稗の出穂は，第2回目の播種期までは各区間の差は見られず， 5月25日

播種以後のものでは疎植になるに従って出穂、が遅延する傾向が現われ 6月8日播種で区聞の
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差が最大である。到花日数はいずれの播種密度でも播種期が遅れると次第に短縮されるが，最

終の播種では急激に到花日数を増大し，而も区間の差は小となった。他の分葉では一般に次位

の古いものは主稗に近い出穂日を示すが播種期が遅れるに従って，又疎植になるに従って次第

に出穂が遅れ，且つ分葉が若くなるに従って出穏が遅れた。特に晩播となると出穏に達.しない

分襲が増加し極端な場合の 6月22日播種3寸区では出穂、した分葉が全く見出されなかった。

冬小麦ではすべてが殆んど同一時期に出穂、し整ーであり，主稗と分葉との出穏期における

差異も僅少であった。

4. 樟長について

各播種期毎に見ると分葉数の少ない密植区は，生育初期の節問伸長が他の区に比して進ん

でいることを示しているが出穏期に近くなるにつれて区間の差が少くなる。分葉聞の伸長速度

の差は疎植となる程大となりその傾向は播種期の遅れる程著しい。而し草長に現われた差異と

比較するとさほど大ではない。特に播種期が早期の場合の各播種密度に於ては分葉聞の稗長の

差が少なく，主稗のそれに接近した数値を示した。晩播となるにつれて夫折する幼穂が疎櫨区

に次第に増加し，終には， 6月22日播種3寸区で最終調査日まで健全な穏を維持した分葉は見

出されぬようになった。

一般に節間伸長は生育初期に於て疎植のものが密植のものより遅れる傾向があり，播種期

が晩くなるに従ってその傾向は認められなくなった。

5. 穂長について

穂の伸長過程は節間伸長と密接な関係が認められた。即ち凡そのところ梓長 lcmで穂長

lmm，稗長lOcmで穏長lcm，手早長 100cmで穂長10cmが指標と言えるもので疎植になる

に従って稗長の割には穂、長が大となる傾向があったが，いずれの穂も出穂前1週間位でその長

さの最大値に達し，疎植区の如く分葉の多いものは播種期の早い内は，生育初期に穂長が遅れ

て伸長を始，めた高次位分業もその後の急速な伸長によって完全な穂を形成するに到る。而し播

種期が遅れるに従って高次位の分葉の穂の伸長が遅れて株全体として著しく不揃いとなった。

そして極端な晩播の疎植区ではどの分葉も充分な穂長に達せずして枯死した。これに艮し密植

区ではいずれの播種期に於ても分葉の次位に関係なく整ーな伸長経過を示した。

一般に穂長の最大値に達する迄の期聞は播種期の遅れるに・従って短縮され，次第に急速な

伸長をすることは節間伸長の場合と同様であった。

冬小麦では，手早長穂長共に播種密度の如何にかかわらず各分葉共同勢力で整ーな経過を辿

った。

IV考察

草長は最終の調査結果で見れば，いずれの播種密度に於ても播穫期が遅れるに従って短か

くなることが明らかに認められる。そしてこの傾向は密度が低い程顕著に現われ，極端には6
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月22日播き 3寸区の如きは， 稗長の曲線でも明確に知れる如く， 節間伸長が他の播種期のも

のに比して充分達せられず，草長は最低を示した。 これを各分葉について検討すれば次の如く

言える。いずれの密度に於ても播穏期が早かったものは最盛分譲期，即ち大体その個体の勢力

を拡大し得る領域内で，出穂を到達し得る分濃の最多数期に達すれば，各分撲の平長は主稗の

それに求心的にかなり統一された生長過程を辿るが，播種期が脆かったものではその個体全体

から見て分葉の生成が遅れて，勢力が弱く且つ節間伸長の緩慢となるものが次第に増加し，そ

れと共にそれ等の生長点えの必要養分の欠之や，その他の生理的障碍によって生長点が初めは

部分的な虫損を，後には幼穂全体が崩壊.し腐敗7状態を示し，節間伸長を停止する分膿が次第に

増加する。従ってその区の個体は図からも知れる如く次第に不揃いとなり散慢な個体となる。

播種密度が高くなって 1寸区ではその傾向が小となるが，それでも播種期が遅れると次第

に無効分葉が多くなり整一度を欠く傾向が認められた。而し散播区では草長の減少こそ見られ

るが，相当晩播でも無効分葉は極く少なく合計3乃至4の有効茎は順調な生育を遂げしかも整

ーであった。晩播となると幼穏の天折するものが増加するが分葉期にあってはその天折稗の服

芽が比較的，より急速な分化と生長を惹起される傾向のあることを知った。

そして稔実する穂、は主稗並に第1次分東それも号数の低い古いものが主で，他にその稗の

母稗に当るものが以前に天折したことによって勢力を得て出穂する場合が応々見出された。と

れば恰かも努定整枝された果樹や，その他の作物の摘芽，摘心，摘葉に於ける枝葉の休H民芽や

1夜芽が活力を得ることと同様な現象のように見受けられた。これが晩播疎植区の分東の急増を

助長し株張りを過大にさせ，従って勢力分散と共にいずれの稗も出穂不能に陥るに至るが，こ

れに反して同じ晩播でも密植では・，殆んど前の播撞期と同様に出穂が可能であると云う顕著な

差異を生ぜしめた大きな原因の 1つであると考えられる。かかる天折現象は冬小麦の不完全な

低温春化処理の結果得られる幼穂不分化による座止現象とは趣を異にするが，充分な春化処理

を受けた冬小麦の晩播の場合にはこの種の夫折現象が認められるヘ

播種期が遅れると各分業の葉数を減ずると共に卒長を減じ，十合も穂の形成を強いられえも

のの如く，節間伸長も不充分のままに出穂する傾向が認められる。

葉数及び出穏期については PIlOtoperiodism(光周律)の研究が盛んとなって以来 McKIN-

NEY， H. H. and SANDO， W. G. (I933)'¥柿崎・鈴木 (1937)勺を初め多くの報告で見出される如く

揺穫期が遅れるに従って到花日数の減少を示すことがこの調査でも認められた。

主秤葉は3寸区では最初の播穫期で 10枚，次いで10-9-9-8と次第に減じている。而し他

の密植区ではそれぞれ全播種期を通じて 4日27日播種1寸区を除き 8莱， 7葉， 7葉と密植

になるに従って葉数を減じつつもー定数を示した。即ち密植の場合播種期の差異によっては英

数の増減は少ない。 と言うことは，密植は生殖生長過程を促進することを強いる傾向のあるこ

とと，播穫期が遅れるに従って葉の生成生長が急速になる傾向のあることとを意味する。この

ことは播種密度とか播種期等の諸外因の差が如何に生殖生長を強いたとしても，最少限とも言
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うべき安定性の高い7という葉数， というよりも生殖生長え移行するために必要とする最少限

の栄養生長の現われともいうべき葉数がここに見出されることを意味するのであって， これは

PuRVIS and GREGORY (1937)4)が冬ライ麦の調査から lowestpossible leaf nmnberとして 7葉

の結果を得ており，柿崎・鈴木 (1937)り， McKINNEY and SANDO (1933)2¥ 和国 (1936)5)の諸氏

も播種期の遅れによる主稗葉数の減少と共に，その最少葉数が大体7であることを認めている

点と一致する。

各分農の葉数についてみれば，第1次の分棄は同区内では大体1定数の葉を有する場合が

多く，それも播種期が遅れる方向えと，密度が高くなる方向えの両者え減少する傾向が認めら

れる。第2次以後の分棄はその有する葉が更に少くなり，極端には疎植の早播区に於てその母

稗から分れて 2枚目の葉が11:葉であった例を2，3見出した位である。分葉の次位が高くなるに

つれて葉数の増加が遅れる傾向は疎植区の市かも晩播のもので顕著・に現われるが，密植区では

播種期にかかわらず各分葉共葉数の決定が整ーで， このような播種密度では菜数の決定に関

与する諸外因中播種密度が最も大きな要因であることを示すものと考えられる。 Cの葉数即ち

∞leoptileの版芽より生じた葉数は他の分葉に比べて多い場合がかなり見出された。

播種期が遅くなると有効になる穏の分化は一般的に早まるが， 中でも出穂前10日前後の

生長は節間伸長と共に急速となることは稗長と穏長の生長曲線からも窮われるが，播種期が早

ければ草長と葉数の広汎な展がりに反し，播種密度による区内の分葉聞の稗長の差は少なく，

3寸区では 5月25日播種以後のものが急速に梓長の不揃いを来たし， 2寸区でも 6月8日播き

以後の 2回の播種期のものが整ーさを欠き，他の 2区では余り播種期によって稗長の整ー性を

損われず，特に散播区では整ーである。而し総体からみて次第に梓長は短かくなっでいる。

3寸区ぞは 5月25日播種以俵急激に天折現象を示す分譲が増加し，有効茎が 16茎中 7の

みとなり，更に 6月8日播種では 15茎中 3のみ出穂、し6月22日播種に至つては分嘉数最も多

く33を示したが出穏するものなく，止葉出現に達したものすら見出されなかった。又最終調査

日の 8月26日迄幼穏を維持した分葉は見当らず8月18日に見られた幼穂、も，殆んどが天折現

象に近い朕態、で，個体全体が全くの座止現象を呈した。同じ最終の播種期で2寸区では O及び

1と2が8月26日に出穂した。そして 1寸区では分葉7を数え Oのみ 8月22日に出穂し他に

3が止葉を抽出したが出穏するに至らなかった。これに反し散播区では各播穫期のそれと殆ん

ど同様に O及び 1と2が出穏を見た。全期を通じて密播なるが故に最初に出現する筈であった

位数の若い第1次分襲が抑制されるということは見出されず，ー古い分蕗は主稗に次ぐ生産力を

有することはどの区についても云える。

次にCなる記号の分葉即ち幼芽鞘 (coleoptile)の肢芽より生ずる分器について述べる白 水

稲を苗代に薄播した場合とか直播でしかも潅水が少く畑の紋態に近くなった様な場合，暫々こ

の幼芽鞘の1夜芽が生長して分葉を形成し，時には最初に現われる第1次分棄となることがある。

又水稲では次の不完全葉の肢茅の生長する場合も暫々見受けられると言われている九 麦の幼
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芽鞘の分葉は71¥.稲の場合よりも見出される率が多い。これはその出現を抑制する因子が水稲の

場合よりも少いことが主な原因で早期に播種された場合とか，土壌の通気が良好であるとか整

地が良好で播種深度が浅いとかの場合に出易く，播種期が遅れる程その出現率は低くなる様で

ある。この報告の結果では播種に当り播種床を砕土鎮圧平坦とした播床に播種後砕土を薄く均

ーにかけるという方法をとった為かどの区でもその出現した個体が多く，抜取に当って区別を

しなかったので図示した結果が区々に得られたのは致し方なかった。 この出現は全播種期を通

じて第 1次分業の第 2位 (2)と同様な行動をとることが多く，その結果これが生産力に関与す

る程度は2と同様の場合が多いと言えるが， これは普遍的なものではなく 3寸区で言えば4

月27日播種のものでは全個体の 60%にCを見出しその行動は殆んど2と同様であった。 5月

11日播種ではやはり《約7096のCが出現し大体2と行動を共にしその勢力も相当大であるが， 5

月25日播種以後ではCの出現が早まる様である。 これに反してそれが有効茎となる割合は小

となった。春小麦ではCの出現は密植とする程少くなるとか，薄播する程多くなるということ

は言えないらしい。即ち例えば4月27日播猿でみると 1寸区では 27%，散播区では35%の出

現を見 5月11日播種では 1寸区で66%，散播区でさえ 42%のCを見出し 5月25日播種

でもそれぞれ3296，2796という数値を示した。そして 5月11日播種以後では Cの出現が 1よ

りも早く最初の第 1次分業となることが多く 1より早く Cが出ない個体ではそれ以後に於て

Cの出る場合が少ない。換言すればそのまま休眠芽に終る場合が多い。極くおそい播穏期では

その出現率少なく気温その他の影響が窮われるがそれでも例えば 6月22日播種の 3寸区では

26%， 2寸区では 33%，1寸区では 16%，散播区で20%と殆んどが最初の分葉として現われ

たのを見た。この点から察するにCの出現を左右するのはそれが有効茎となるかどうかを度外

視するならば土壌紋態特に覆土深ではないかと思われる。播種密度が高く第2次以下の分棄が

ノ極度に抑制される場合とlillも，その出現は恰も古い第1次分葉の如くで時々最初の分棄となる

点では例外ではないのである。

次にPの記号の入った鞘!伏葉 (prophyll)からの分葉を見ると，片山 (1951)1)による理論的

な出葉順位とはかなり趣を異にしていることが知れる。各播種期を通じて充分な個体当りの領

域を有する疎植区では鞘朕葉より生じた分農のもつ鞘吠葉の町長芽から生ずる PP，時には更に

PPPがそれぞれの、1次前の第1葉以後の肢芽の生長点、に先んじて，換言すれば出葉の逆順的に

生ずるのであって， このことは鞘朕葉から出た分東以外のものについても言え，一般に高位の

方向え分葉が進むよりも各次の低位分撲に於て幅広く、進む。極端な場合30を超える分英数を

作った区に於てさえ，第1次を除いては4以上高位の分農がどの次位にも見出されないことか

らもこのことがわかる。

秋播小麦はかなり様相を異にする， と言うのは，概説すれば，分襲数は越冬前に既に外観

出来る肢態にあるのが普通で，春に増加した少数の分葉←これは播種密度に余り左右されない

ーは殆んど無効茎に終るもので，越年した各分葉は融雪後直ちに穂、の分化を開始し，殆んど播
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種密度に無関係と言って良い位に順調な穂の分化を遂げ，その分葉位は余り問題にならない。

そしてどの分葉も独立的にしかも非常に整ーな生育をする。有効分葉数は殆んど越冬前に決定

されると言ってよく，その個体の有する勢力範囲内に於て分葉を増加して単位面積当りの分葉

数に区間差が少く均等化され，翌春は専ら既に有する分葉の生長を行うのみである。従って設

置した区、肉の各分葉の幼穂形成過程に差は余り見られない。而しかなり差の認められるのは密

植の区に於てである。即ち 1寸区以上の密植ではかなり生長が抑制される傾向があり，草長も

より短かく終始し就中節間伸長では他区に比しかなりの遅延を示してかる。これは密植に過ぎ

ると栄養生長期即ち越冬前の空間右j用度が過度でちる現われと言えよう。一般に春小麦と異り

各分葉聞の生長の遅速は比較的少く，特に2寸区では各区各期を通じて最も匝盛であり，節間

伸長も早く各分葉のそれの整一性がより高くなっている。市しやはり疎植の場合には幼穂の生

長は主稗が最も先んじており，ついで第1次分葉が大体古いものから分化が進むのであって，

起生期直後にそれ等の差が最大で次第にその差が少くなっている傾向が見られる。そじて草型

は初期に於て草長短かく，葡萄型をとることは春小麦の場合と同様であるが，第2次分葉以下

の活力が春小麦のそれに比して劣り，逆に言って冬小麦は第1次分葉の生産力に対する依存性

が高く，生産力の大部分は主稗と第1次分震による傾向が強い。

V 摘要

1) 春小麦品種農林29号と冬小麦品種赤誘不知1号を用いて播種期を異にし播種密度を

異にした場合の主稗並びに各分震の享長，葉数，稗長及び穏長の生長過程を調査した。

2) 播種期が遅れると菜数と草長の減少が認められる。稗長の減少はさほぎではないが次

第に不揃いとなり天折現象を呈する分震が増加するようになる。

3) 春小麦に於て疎植になって分葉が増加ナる場合，その分需の講成は高位の方向えより

も高次の方向え，換言すれば低位に於て急速に拡がる分莞方法をとる点で理論的な分藻順位と

著しい差があった。

4) 極く晩播では疎植が座止現象を呈しても密植では殆んど正常に出穂可能であった。こ

の傾向はいずれの播穫期でも大なり小なり見出された。

5) 冬小麦では融雪後既に形成された各分震が播種密度に左右されること少く，整ーに節

間伸長を行なう点で春小麦とかなり趣を異にすることを認めた。



医師情散a
 

m
-
-

c
伺

卸

80 

70 

60 

o L! -!---"13~亙æ;-百1524
町四

0' 13 22 29 6 日出 12日 03

W ~1l唖丹 日

、12日
咽月
olTZS 2397一万一扇
11 1] 

2日

1四月

80 

70 

60 

50 

40 

30 

15 24 12日
Y姐H

第 1園 4月27日揮種主主主主

':1タ)-
2~ 2/ 
9 

11 
8222961524 

~D 

10 

10 
b 

1や

12目。 132229615 白
羽月 11 tD 

12 B 
咽月

10， 

。←
1322296 
w ~n 

15 24 12日 02
咽月 、1

第 2国 4月27日矯種葉歎

12臼
Y置月

15 24 

ヤ岨

&i 

同
岬
結
帯
〕
選
議
時
滋
寸
l
叩



溺
融
醤
~
い
溺
捕
時
間
即
時
胸
打
J
可
制
V
A
J同
開
局

U
M
V粉
砕
作
誠
九
〉
出
w
h
M
脳
献

M
M
M
W
 

b 

7 
<m 
10 

12 !薄
明月

F= = 
/一一一

言語~-~---S

w 

メグ一

12白
咽1月

12U 
1mB 

t!l1 

'" 
(一一 υVbl I~~ 十九十町

2迫 !:!9 1; ち 24 120 乙弱。

¥U 1m月 11 IH 

第 4圃 4月27EH酎郵謀長

.'" 

τγすすγ寸γヲ?一一I2A 0.0: 
n g .n 

E目
3四月

24 13 22-2!i雇 15
w 

且2

22 29 if""l'S勾 IhJ・036
日理月 刊

.3圃 4月27日播種平手長

0.3 



$ 

10C0Lv a ~...~m 10r 10 

90 

80 r ル戸: ノ¥ ノ7下一70 70 

60 

50 

40 :〆2

グ/ 3シメ/ :i2j/ 30 

20~ ^ 

Ol 
1211 3 

OE 
128 3 13 2229 6 4  3 13 22 29 6 15 24 12 ~J 3 13222961524 13 22 129 6 15 24 12 a 円 W 咽月 ¥1 ¥ll 咽月¥1 m 咽月 H m 四月

10 

f 
d 

5占+ 奪ふー /ア4

必警警 0-80 

70 70 

60 60 

50 50 

40 40 

30 30 

副

6
m
 
m
 
m
 

一S
H

1322296152412日
問 咽月

第 5園

15 24 

第 6国 5月11日矯種葉駿

12日
明月

12日
四月



zoCoIE Yt 1師c古i31 
1c0n， 3 1ぐ0れ

70E a h 一一一戸ーτ==空 ノF土工_.~_e:::
70 

50 5D 

30 30 

10 10 
7 7 
5 5 

3 3. 11 1:' 

グ
鼠霊i 

00O •• 1753L F L r ;iy 
0.7 り7

0.5 0.5 IV 

0.3 0.3 

;y 
加付斗la22 2961624 Izn0.05133nh a‘29 6 15 12日 0.05 13 22 29 6 15 24 I211 0.05， 13 22 za li 15 2.:1 12日11 m 1由月 四 班 湘月 H 、百 ¥lII円 n 可E 明111
。唱

Ch. 

4餐号:ild
cm 

統壬/.:;:~
F世

1B3700oO0ぽ'f M宍 締官とtpうF 

m 府与 腕
IV 

1 E雪崩繭δ 路
0.7 ο7 

1 

0O0.五~l imM珂0.7 .0.5 0.5 

0.5 

U.3 0.3 0.3 

0:1 1'Jf1 :211' wギ 0.1 

0.05 0.0;' 18 22 -'29 15 24 12日 0.05 13 22 29 -6 15 '24 12日 13 22 29 6 15 24 12R J3 22 29 6 11'> 24 1211 
四 咽同 H ~n 咽月 11 w ¥111片 ¥J 下司 明月

第 7圃 5月11日提種碍長 第 8圃 5月'11日tl&種徳;長
ド炉時通ーー・



第十一号農場特別報告142 

達話
機
関
態

。山内..;，p=2 
"，cr: t:r:: 
諸国

公安圏
~ 
F吋• 

世

君

F

回

若

宮

N
【

E

E

P

 

ロ

閣

制

勾

同

剖

}

[

.0 

。ー

一噂自国

。
同

ヨヲ
同

L勺
同

句史

ヨ
51 

:':l_ 

H I~-

円。
。

』

守
i 
u 

。
同

~ 

WD 
(JKLYx j!L 
会ト「

c 
同

=

'

酉

F

E
《
}
一

N

羽

目

何

回

i

1

 

臼 』ーーー~.
むき 苫

.，諸

問

巳固

s 
g 

ヨ
。
噌

A
②
ぬs 。E、

。
∞ 

E亘書

宕
。
ザ

。
同s 。ト2 。∞ 。。同

同
釘
む

【

-m-【

」。。
円

。
マ2 呂

。
ド

。
'" 

~ 

Egs 



cm 
100 ;::::;;;:;z cm cm 
10 b 斤ンペ，→、 //ー fニコ 「 b '50 

30 30 

10 10 
守 ー7
5 5 

3 31 

グ /ぷ f'<' 

0.3ト /1 / 

0.05P 13 22 29 6 15 24 
1 ・ O::~ . OO~:~ 3斗iヤ回i2i8"26 80.0513 包 2915 24 12 18 2 n W 1四 円I 四 ¥ll 1明

0.05' 13 22 29a 15 24 12 18 26 a._. 13 22 29 6 15 24 12 18 26 B 
H 四 w 月 ¥1 V司 ¥¥11 月

UI 

15720C0000ロト4 1 e 1 

ん援 ::l f101 /J存1 H世

43霊 警~ 

1~1 卜f 昨: 防!? f'<' 一 ¥
". 

。7 0.7 

0.5 0.5 

υ』 0.3 

同)/
2キ.. 

一26do~τ二 15 担 12 18 26自 ，-" 13 22 29 6 15 24 12 18 26日 13 22 29 6 15 24 12 18 26日¥m 円 日 m 1m 同 明 ID 引掴 月 ¥l lH V四 月

JUl園 5月25日播極梓長 第四囲 5月25日帰種穏長

炉t



<m 

90 

~O 

70 

d65OU0t トL Ir;~川
30 

20[.11 十パ!I!.智
27 6 15 24 12 18 26日。~ 15 24 12----r8"2G臼
¥l m 

70 

60 

50 

¥m 同v¥yn 

/〆

24 12 18 26 ~ 
W 円

locons B 

90 

第四国 6月8日祷種草長

¥111 月

ぷ

10( 由 10 

Vf / 。r / ーと

十/I 
OL.~~ ____ ~ __________ r 
29 6 1<; 24 12 18 26臼 29 6 1<; 24 12 18 26日
¥l ¥ll 1m n ¥l lD ¥m ii 

10 

ι巧 24

:lf-

12 18 26日
¥1ll円

第14毘 6月8日播種薬草主

-12 18 26日
1圃円

怠炉ー

証q+書n 



議
蘭
滋
立
繭
戯
曲
mm州
仲
畑
符
斗
M
V

今
叫
即
δ
M
V嗣
鰍
際
作
一
菰
局
〉
出
W
問
料
簡
鵡

0.7 

Q.5 

0.3 

b 

m
 

ρ

ぬ
1
w
i
m叫
初

M

T

5

3

 

1

7

5

3

 

0
u
n
u
n
v
 

O.05L...:-一--'
- 29 6 15 24 
¥1 ¥11 

cm 
1仙

70 
剖

30 

Q

T

5

3

 

1
 

-

T

5

3

 

A
H
ゅ

の
υ
A
H
V

l-' 

~ 

12"寸~a
咽円

1218268 
咽月

24 

cm 
10 

121826B 
1百円

12 -f8 26悶
溜 耳

0.05 
12 18 26 e ----29 6 15 24 
1百円 11¥n 

m
 
C
9
0
0
0
 

拘

7

5

3

6月8日鍵種稗長.15圃

m
 
e
u
o
o
o
 

r
L
?
5
3
 

O.05~ら 24
lJ ¥H 

。7
5

2

1

・

1

7

5

3

 

0

0

0

 



ド~・4

cm cm 10 
1.00 

a b 

90 90 

80 80 

70 70 

6 
60 60 

r 
5 

50 50 

40 40 

:ro 30 

20 20 

10 10 l' 

O' 29 6 15 24 12 18 26臼 O'29 6 15 24 12 1自 26日
O' 29 6 15 24 2961524 12 18 26日 ¥1 m 1百円¥1~ll 1m 月12 18 26日
¥1 m ¥i 月 ¥1 m 1m 円

cm 
10 10 

f d個
cm 
1曲

d 

90 90 

C ""・80 80 

70 70 

4豆歪 r" 
60 

50 50 

40 40 

30 30 

20 20 

10 2M10Ol? L e 

12 18 26日 o 29一一一6一一ー15 24 12 18 26日
2961524 i2i82G 8 29 15 24 

月百 円 11 m 1m 月
n ~ll 1m /1- ¥1 ¥ll 

第四国 6月22日搭種草長 第四闘 6月22日捧種葉殿



〆y
/dd川

j f; 札

。:1 $ ... J /11 

0.05' 29 (j lS 24 t'2 1 包~(j [] 0.C);) ， '!9 (j 15 24 12 11)包6目

11 HI 四月 11 ¥0 1m 司

IUI 月

f
d
v刑ふ
一

M
Mれ
M
M
F

一

J
d
…
E
 

第四圃 6月22日揮種穂長 第20圃 6月22同日f番種穂長

溺
蹴
選
立
誠
戯
曲
羽
田
川
川
町
胸
打
斗
M
V

、
]

J

湖
周
)
M
Y同
制
良
江
湖
周
〉
潟
鳥
山
田
部

]
戸
A
F
J『



]広∞

m
o
o
o
o
 

E

7

5

3

 

cm 
10U 

70 
50 

30 

日

7

5

3

1 

0.7 

10t， 
7 

5 

3 

1

7

5

3

 

0

0

0

 

b 

cm. 
120， 

ι.n 
120，. 
a 

100 

80 

60 
0.5 

0.3 

鴻
総
本
逗
揚
球

0.1 0.11 
40 

J 
40 

a月
届
宅一2

z
h
d

沼
凪

一
1

3

却一辺一3

3
1
】

-
A
U
 

-qυ 一辺
=
h
u
 --

一
ヴ

-
w

，

一AU
一

sm
w
 

-
3
 
0
 

0
U
 日
月
-4 

0.05 23 30 7 162230 J3 22 2抄
1V ¥1 tn 

20 

滋
十
i
ゆ

m
O
0
0
0
 

0

7

5

3

 

1
 

0.1~ Jrfi' 
l'. 

15 24臼 0.0523 30 7 162230 13 22 29 15. 2~ 日
1ll 月 IV ¥1 m 月

日

7

5

3

1

7

5

3

 

0

0

0

 

cm 
100 

70 
50 

80 

]( 

1524"肩
咽月

152通五O
W 月 W
cm 
120 

40 

60 

C. 

~;---... / 

: l/ ，// 
ι ，J'/ 

dグF，//
族々 ぶ/ 

;グiY."イぞ
0'""23 30 7 162230 13 22 29 

20 

8' 

。2330 7 16 2230 13 2互29
IV. 11 

12'iE' 

40 

100 

20 

80 

60 

きを小霊長穂長第盟国冬小室露草長.21掴



55 
関

口言

主 m
0\~rl j~ o­
十令ig
』お己

m"， 

~~ 

l呂

お

呂

~ 

~~ 

言

149 播種期と癒種密度を異にする小麦の分譲位と穂の形成過程
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Results of Varying the Date of Sowing and Altering 

the Spacing of lndividual Wheat Plant 

on the Growth (lf Ears 

by 

Giiehi MISONOO and Minoru YOSHIDA 

Resllme 

The effects of varying dates o:t sowing and altering spacing of individual plants 
-on the relative growth rate of ears inc1uding ti11erings in spring and winter wheats 

during the crop season of 1953 was investigated. The experiments were conducted 

at the CoIlege of Agriculture， University of Hokkaidδ. 
A spring wheat variety， Norin No. 29， was sown at "five different dates from the 
end of April to the middle of June at 2 Wもekintervals and at four di妊erentspacings 
of irtdividuaI plants， i. e.， 0.5"， 1"， 2//， and 3-inchsquare per individuaI. Weekly meas-
urements were made on growth in plant height， rate of increasing in leaf number 
and of elongation in culm height and spike length. 

A winter wheat variety， Akasabi-shirazu No.1， was sown in the middle of Sep-
tember 1952 with the same spacing as above. 
From these field observations on spring variety， it was noted that later dates of 
sowing and narrowing of space， decreased both the Jeaf number and plant height 
progressively. Culm height， as measured by removing leaves before the earing， 
elongated acutely with retarding the date of sowing. The growth rate of spike， 
showed the same trends "as in culm. 

1n addition， its di任erentiationand elongation was accelerated with retarding of 
date and spreading of spacing. Ti1lering，・asmeasured by the number of prophyll 
per plant of wider individual spacings， and as compared with narrower spacings， 
produced a constant1y superior number of prophyll in accordance with dates of sowing. 

1n the latest sowing， in all spacings although ti11erings" were stunted， while the 
closer spaced plants produced normal spikes. 

1n the winter variety， the elongation of internodes was noted to be irregard of 
the density of ti11erings and it was further noted that the tillering number per space 
. unit showed no increase in spring as compared to spring variety which suggests that 

no notable inftuence of varying spaces was to be observed. 


